
「マイタイムライン」を使った防災学習



日本で起こった様々な災害

地震

津波

水害

土砂災害



突発型災害と進行型災害

突発型災害

★いつ発生するかわからない災害
（突然発生する災害）

例 地震

★あらかじめ避難することができない

★その場で身を守り、すぐに避難する

進行型災害

★気象予報などで発生が予想できる災害

例 台風や大雨によって起こる災害

・水害
・土砂災害

★災害が発生したときに避難するのは危険

★災害が発生する前に避難するのが安全

→ いつ、どこに、どうやって避難すればいいのか？



出典：山から海へ 川がつくる地形 （国土地理院）



私たちが住んでいるまちの地形

水は高い所から低いところに向かって流れる → 川があるところが土地の高さが最も低い



大雨が降ると災害が起こるかもしれない



大雨の災害から身を守るために

大雨が降ると危ない場所

・川の近くの低く平らな土地・・・・水害の危険がある
・「がけ」の近くの土地・・・・・・・・・土砂災害の危険がある

★災害が起こる前に安全な場所に避難しましょう

・丘の上など高いところにある避難所（ひなんしょ）・・（公民館・学校など）
・「がけ」から離れた場所

※丘の上の住宅や、マンションの４階以上など高い場所に
住んでいれば自宅に留まるのが安全（在宅避難）



警戒レベル・・・避難するタイミングの目安



避難行動は遠足に似ている

★遠足に行くためには、どこに行くかを事前
に先生が調べて計画を立てます。
★各家庭でもお弁当を作ったり、
持ち物をリュックに入れておくなどの準備が
必要です。

★災害が起きそうだとわかっていても、
準備をしておかないと避難することは
難しい。

★どこに避難すればいいのか調べたり
何を持って行けばいいのか考えておく
必要があります。



避難行動について考えてみよう

★水害や土砂災害などの災害が発生する前に安全な場所に避難したい。
★そのために、しなければならないこと（避難行動）について考えてみよう。

★「ふせん」に書いてワークシート（１）に、はってみよう

【調べること】
災害から安全に避難するためには、
どんなことを調べるとよいか？

【持って行くもの】
避難所など、避難する場所に何を持って行く？

【考えること・決めること】
自宅を出発する前に・・・



避難行動について考えてみよう

【調べること】
・避難所の場所（安全な避難場所）
・天気予報
・近くに川や、がけくずれしそうな場所がないか など

【持って行くもの】
・飲み水や食べ物
・着替えの服やタオル
・スマートフォン など

【考えること・決めること】
・どこに避難するか
・いつ移動を開始するか
・避難するルート など

→ 避難することを決める



タイムラインを作ってみよう

★ワークシート（２）を使って「タイムライン」を
作ってみよう。

★ワークシート（１）で考えた避難行動を書いたふせん
を、日常～レベル５までの間の、どのタイミングで
行うのかを考えて、ならべてください。

★例
・「リュックに荷物を入れる」は、いつ入れるのか？
・「天気予報を調べる」は、いつ調べるのか？



タイムラインを作ってみよう

★日常に、できることがたくさんあります。
・調べることは、すぐにできる。
・リュックに日常から避難に必要なものを入れて
おくこともできる

★避難を開始するのは、通常はレベル４ですが、
・避難所（安全な場所）が遠くにある
・お年寄りやペットがいる
など、避難に時間がかかる場合は、
念のため、レベル３のうちに安全な場所に移動
を開始しましょう。

★災害が起きる前の備えや避難の方法について
家族で話しあっておきましょう。


